
令和７年度は、新たな「食料・農業・農村基本法」に基づく基本計画が策定され、農業構

造の転換を加速させる初年度となりました。一方で、コメ需給の混乱や高温・局地的豪雨等  

の気象の不安定化等安定した農業経営に向けた取組が一層求められる年となりました。 

佐久農業農村支援センターでは、重点活動として「持続可能な葉洋菜産地に向けたグリ

ーンな栽培体系への転換」をテーマに、12項目の達成指標実現のため、普及活動を展開し

ました。 

19 人の職員が日々の普及活動に励み、農業者と信頼関係を築き、市町村等関係機関と連

携した課題解決活動を展開し、農業者や地域が課題を乗り越えるための前向きな動きにつ

なげることが出来ました。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   佐久農業農村支援センター 

 

【４月】 

雑草イネ対策代かき実演会 

佐久地域の水田で課題とな

っている雑草イネの防除推進

を図るため、代かき実演会を

開催しました。 

浅水でていねいな代かきを

することで、雑草イネの発生

を抑制できます。当日は好天

候に恵まれて多数の農業者の

参加があり、熱心に作業を見

学しました。 

 

【５月】 

モモセミナー摘果講習会 

 ＪＡ佐久浅間、小諸市、佐久

市、農業農村支援センターで、

佐久地域のモモ産地維持と生

産者確保を目的として、セミ

ナーを開催しました。 

 摘果講習会では、実際に実

演と体験を交えて実施しまし

た。受講者は、最初は慎重に摘

果を行っていましたが、徐々

に摘果すべき果実を見分けら

れるようになりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月】 

低圧ミストの導入検討試験

～生育調査～ 

 佐久地域はミニトマト栽培

が盛んですが、近年盛夏期の

高温で着果不良等が問題とな

っています。そこで、高温対策

技術として比較的安価に導入

できる低圧ミストについて、

導入時の生育や収量を調査し

ました。気温の低下や作業性

は向上したものの、収量の大

きな向上が見られず、令和 8

年も引き続き検討します。 

【８月】 

ひしの南蛮採種研修会 

 「信州の伝統野菜」に認定さ

れている「ひしの南蛮」の採種

研修会を開催しました。 

研修会では、信州大学学術

研究院（農学系）松島憲一教授

から、実際に現地で採種ほ場

の選定や病害株の抜取方法等

を学びました。生産者同士の

話も弾み、情報交換する良い

機会になりました。 

【６月】【重点活動】 

持続可能な葉洋菜産地に向

けたグリーンな栽培体系への

転換 ～リン酸減肥試験～ 

 化学肥料の施用を減らすた

め、土壌診断でリン酸が基準

より多く含まれたほ場におい

て、慣行区に対してリン酸 5

割減肥、リン酸無施肥区を設

置して肥料を減らした試験を

行いました。リン酸 5 割減肥

区、無施肥区ともに生育、収量

は慣行区と同等でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【９月】 

プルーンの生産・消費振興

のための取組 

 佐久地域特産であるプルー

ンの生産振興と消費拡大に取

り組んでいます。令和 7年は

地元のケーキ屋さん 4店、直

売所１店、観光農園１店の協

力により、長野県が開発した

品種「オータムキュート」な

どを使ったスイーツスタンプ

ラリーを開催しました。ラリ

ーは好評で、プルーンの魅力

を伝えることが出来ました。 

【９月】 

カーネーションのアザミウ

マ類に対する赤色ＬＥＤの効

果確認 

 カーネーション栽培のアザ

ミウマ類については被害を回

避するのが難しく、防除効果

が報告されている赤色ＬＥＤ

の効果を確認しました。ＬＥ

Ｄ設置区、無設置区の調査を

行いましたが、大きな差は見

られませんでした。アザミウ

マ類の優占種が異なったこと

が原因と思われました。 

【12月】 

佐久農業青年のつどいの開催 

 佐久地域の青年農業者の交

流を促し、経営改善と農業の

発展に寄与するために開催し

ました。意見、プロジェクト発

表がそれぞれ 2 課題ずつ発表

され、意見発表は就農後の難

しさや地域の課題について、

プロジェクト活動では「気候

変動」、「品目転換」という他の

農業者も感じている課題の取

組が発表され、参加者は関心

をもって聴講していました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 【1月】 

佐久農村女性のつどいの開催 

 佐久管内の農村女性団体に

よる「佐久農村女性団体連携

会議」主催で、「佐久農村女性

のつどい」を開催しました。 

参加者から前向きな取組を

行いたい等との意見が出され

るなど県の女性活躍アクショ

ンプランの達成に向け、弾み

がつきました。 

 

【２月】 

農産物直売所交流会の開催 

佐久管内の農産物直売所の

運営者、出荷者、関係者を対象

に、直売所の抱える課題を話

し合う交流会を開催しまし

た。事例発表や講演の後、各直

売所の課題や要望を付せんに

書き出しワークショップを行

いました。様々な前向きな意

見が出るとともに、他の直売

所の取組を参考にしたいとの

感想がありました。 

【2月】【重点活動】 

佐久地域野菜振興研修会 

 令和 5~7 年の 3 年間取り

組んだ重点活動「持続可能な

葉洋菜産地に向けたグリーン

な栽培体系への転換」の様々

な試験結果や活動成果を佐久

地域野菜振興研修会で発表し

ました。緑肥の活用やリン酸

減肥試験、白ネギなど新品目

の導入などの成果に、参加者

は耳を傾けていました。 


